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合格おめでとうございます。
現代社会は「法化」社会です。地球環境から、国際関係、政治経
済、ビジネス、社会生活、教育、家族関係に至るまで、社会のあら
ゆる問題が法的問題として現れます。
入門から基礎、応用へと展開する系統的な学修を通じて身につ
くのは、人間に対する深い洞察や、歴史や比較の視点を含め、多
角的な視点から社会に生起する問題を正しく認識し、その問題
を効率的で、かつ、人間の尊厳、人権、平等、共生、民主主義、平和
など、私たち皆が拠るべき基本的価値に即して公正に解決する
ための方策を考えだし、その解決策を正確な論理に基づくコ
ミュニケーションを通じて他者と共有する力です。
この力こそ、自分を成長させる力であり、社会をより良いものへ
と変えていく力、それによって人々を幸福にする力です。「法化」
社会において、このような力が、ますます強く求められています。
皆さんが法学科での楽しく、そしてちょっと厳しい学修を通じ
て、社会の次世代の担い手として、たくましく成長してくれる
ものと信じています。

法学科主任

葛野 尋之 教授

「法化」社会を
担う力を培う4年間に

※ハイブリッド型の場合は、授業担当者の指示および、講義内容の「授業計画」、
　CoursePower（本学授業支援システム）等で授業回ごとの授業形式を要確認。

A ▶ 通常型
・ 教室で実施される授業

B ▶ ハイブリッド型ブレンド形式
・ 授業の目的や進行に合わせて対面授業を行う回とオンライン授業で行う回を
　組み合わせて実施する授業

C ▶ ハイブリッド型ハイフレックス形式
・ 対面授業とオンライン授業（リアルタイム型）を同時に行う授業
・ 受講生は対面授業とオンライン授業のいずれかを授業担当者に指示された方法で受講

Welcome to the

Faculty of
 Law

皆さん、合格おめでとうございます！皆さんと青山学
院大学法学部で4年間の学びを共にすることを、法学
部の教職員一同、楽しみにしています。
コロナ禍という21世紀では未曾有の災厄を経て、現在
の世界は、ひところでは予想もしなかったようなこと
が次々と起こり、また、紛争と分断が絶えない、混沌と
した状況に陥っています。そして、近代社会の基本的な
理念であった、「自由」や「平等」、そして「人権」の保護
や「民主主義」のありようが、大きく揺るがされるよう
な事態も生じています。
しかし、そのような現代であるからこそ、そもそも、近
代社会において、我々は何のために「自由」や「平等」、
「個人の尊重」といった、基本的な価値観を大切にして
きたのか、これらの価値観が、これまでにどのようにし
て社会の問題を解決してきたのか、それを改めて見つ
めなおすことを通じて、今、私たちの前に生じている問
題を解決する方法を模索することが求められているよ
うに思います。
そして、さまざまな立場が交錯し、あるいは様々な情報
が飛び交う中で、皆さん一人一人がこれからどのよう
な生き方を選択し、社会に向き合っていくのかを決め
るための軸となるのは、単に誰かの意見に丸乗りする
というのではなく、皆さん自身が積極的に学び、あるい
は実践することを通じて得られる知識や経験がもたら
す価値観や哲学なのだろうと思います。私たち青山学
院大学法学部は、皆さんにとって、4年間の学生生活が
そのような場となることを目指しています。
すなわち、青山学院大学の法学部は、「法学科」において
は、近代以降の私たちの社会における基本的な規範で
ある「自由」や「平等」を中心とした法規範の学びを通じ
て、また2022年に新たに設置した「ヒューマンライツ
学科」においては、法学における普遍的な価値を表す
「ヒューマンライツ」を柱としながらも、より現場に根
差した実践的な教育と、経済学や社会学などの多様な
学問領域からの視点を通じて、社会における「問題の解
決」を考える教育を目指しています。立場の違いによっ
て正義が異なることを踏まえながら、自分なりに正し
いと思える解決方法を模索し、それを表現することで
相手を説得するという法学部での学びは、法曹や公務
員に限らず、多様な進路を目指すことに特徴がある青
学法学部の卒業生が、将来どのような進路をとること
になっても、社会人として必要となり、その経験を生か
すことができるものです。
皆さんが、法学部での学びを通じて、将来のキャリア
で、また生きていくうえで経験することとなる、様々な
「問題を解決する」能力を身につけて、大いにはばたく
ためのステップとしてくれることを願っています。
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授業形式について
※下記は予定であり、今後、大学の方針によっては変更になることがあります。

※すべての授業をオンライン授業（リアルタイム型）で行う形式は原則実施はありません。
※各科目の実施形態は、各科目の講義内容に掲載されます。

▶▶  大きく分けると２タイプとなります。

Ⅰ.  対面授業 Ⅱ.  オンライン授業（オンデマンド型）

対面授業についてⅠ.

法的な知識や経験を
価値観や哲学に昇華する
4年間に

なぜか教務主任をさせていただいています。そうしたと
ころ、教務主任の立場から、入試合格者に入学後の大学生
活や勉学などについてメッセージを書けといわれ、はた
と困ってしまいした。私は、皆さんに、何か偉そうに、大学
生活について〇〇したら良い、とか、勉強について△△し
なければならない、といったアドバイスをできる人間で
は全くございません。ただ、青山学院には楽しい学生生活
を送ることができる環境が整っているように思います。
優れた業績を有し（私を除いて）、皆さんの研究を全力で
サポートしてくれる先生方、親身になって相談に乗って
くれる経験豊富な担当部署の方々、勉学やサークル活動
などに懸命に取り組み、皆さんに刺激を与えてくれるで
あろう先輩方。青山キャンパスの優れた立地も、皆さんの
様々な関心を深めるのにきっと役立つだろうと思いま
す。皆さんが、青山学院を卒業する時、いろいろあったけ
れど、それでもやっぱり楽しかったと思っていただけた
らとても嬉しく思います。
皆さんの貴重な４年間の学びの場として、本学を選んで
いただいたことに心から感謝申し上げます。

法学部学生連合より

Shirou K
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agai
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優れた環境を生かして
楽しい学生生活を

教務主任

熊谷 士郎 教授

私たち法学部学生連合は、法学部の下で学部を盛り上げるための活
動を行っています！主な活動は、夏のオープンキャンパスにて受験
生向けの相談会を行ったり、新入生歓迎会を主導しています。また、
２年生を対象に開催するゼミガイダンスのサポートも行っていま
す。毎イベントをメンバーと協力して、交流を深めながら活動して
います！

法学部学生連合

合格おめでとうございます！大学入学への期待で胸を膨らませる
と同時に、生活や環境が変わることに不安を抱えているかもしれま
せん。是非様々なイベントに参加し、たくさんの出会いを得てみて
ください！そして興味のあること、挑戦してみたいことには積極的
にチャレンジしましょう！法学部での授業を通して学ぶ知識や考
え方は、専門家にならずとも今後生きていく上で役立つことばかり
ですので、是非多くを吸収してください。法学部学生連合一同、皆様
のご活躍を期待しています！

合格者へのメッセージ

Student U
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青山祭に出店した際
の１コマ



Message

合格おめでとうございます。
現代社会は「法化」社会です。地球環境から、国際関係、政治経
済、ビジネス、社会生活、教育、家族関係に至るまで、社会のあら
ゆる問題が法的問題として現れます。
入門から基礎、応用へと展開する系統的な学修を通じて身につ
くのは、人間に対する深い洞察や、歴史や比較の視点を含め、多
角的な視点から社会に生起する問題を正しく認識し、その問題
を効率的で、かつ、人間の尊厳、人権、平等、共生、民主主義、平和
など、私たち皆が拠るべき基本的価値に即して公正に解決する
ための方策を考えだし、その解決策を正確な論理に基づくコ
ミュニケーションを通じて他者と共有する力です。
この力こそ、自分を成長させる力であり、社会をより良いものへ
と変えていく力、それによって人々を幸福にする力です。「法化」
社会において、このような力が、ますます強く求められています。
皆さんが法学科での楽しく、そしてちょっと厳しい学修を通じ
て、社会の次世代の担い手として、たくましく成長してくれる
ものと信じています。

皆さん、合格おめでとうございます！晴れて、青学生にな
られますね。こんな大学生活を送りたい、こんなサークル
に入りたい、こんなバイトしてみたい、こんな恋がした
い・・・夢がいっぱいに膨らんでいると思います。そして、
こんな勉強がしたいという希望にも溢れていることで
しょう。ヒューマンライツ学科の門を叩いて、ついに皆さ
んは勉学の入り口に立ったわけです。ヒューマンライツ
は、法が最も大切にしている価値。今日本だけでなく、世
界各地でたくさんの人に関する問題があります。それを
どう解決していけるか、どうやって人々が協力しあえる
社会を作っていくか、さまざまなことを熱気を持って学
んでいきます。さあ、何事にも激アツの4年間にしましょ
う！！

法学科主任

葛野 尋之 教授
ヒューマンライツ学科主任

森 裕亮 教授

「法化」社会を
担う力を培う4年間に

※ハイブリッド型の場合は、授業担当者の指示および、講義内容の「授業計画」、
　CoursePower（本学授業支援システム）等で授業回ごとの授業形式を要確認。

A ▶ 通常型
・ 教室で実施される授業

B ▶ ハイブリッド型ブレンド形式
・ 授業の目的や進行に合わせて対面授業を行う回とオンライン授業で行う回を
　組み合わせて実施する授業

C ▶ ハイブリッド型ハイフレックス形式
・ 対面授業とオンライン授業（リアルタイム型）を同時に行う授業
・ 受講生は対面授業とオンライン授業のいずれかを授業担当者に指示された方法で受講

・ オンライン授業は原則としてすべての授業回をオンデマンド型で開講
・ 主にCoursePower（本学授業支援システム）を利用して受講

「オンライン授業（オンデマンド型）」は、キャンパス間の移動時間や、他の科目との時限重複などを
気にせずに履修登録することができますが、一日に６科目以上履修登録するなど、極端な履修計画
を立てないようにしましょう。　　

大学設置基準第32条に基づき、卒業要件単位のうち、オンライン授業での修得単位数は60単位を
上限とすることが定められております。
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授業形式について
※下記は予定であり、今後、大学の方針によっては変更になることがあります。

※すべての授業をオンライン授業（リアルタイム型）で行う形式は原則実施はありません。
※各科目の実施形態は、各科目の講義内容に掲載されます。

▶▶  大きく分けると２タイプとなります。

Ⅰ.  対面授業 Ⅱ.  オンライン授業（オンデマンド型）

オンライン授業における注意事項

対面授業についてⅠ. Ⅱ. オンライン授業（オンデマンド型）について

Message

世界の問題解決に向けて、
熱く学ぶ4年間に



Message

合格おめでとうございます。
現代社会は「法化」社会です。地球環境から、国際関係、政治経
済、ビジネス、社会生活、教育、家族関係に至るまで、社会のあら
ゆる問題が法的問題として現れます。
入門から基礎、応用へと展開する系統的な学修を通じて身につ
くのは、人間に対する深い洞察や、歴史や比較の視点を含め、多
角的な視点から社会に生起する問題を正しく認識し、その問題
を効率的で、かつ、人間の尊厳、人権、平等、共生、民主主義、平和
など、私たち皆が拠るべき基本的価値に即して公正に解決する
ための方策を考えだし、その解決策を正確な論理に基づくコ
ミュニケーションを通じて他者と共有する力です。
この力こそ、自分を成長させる力であり、社会をより良いものへ
と変えていく力、それによって人々を幸福にする力です。「法化」
社会において、このような力が、ますます強く求められています。
皆さんが法学科での楽しく、そしてちょっと厳しい学修を通じ
て、社会の次世代の担い手として、たくましく成長してくれる
ものと信じています。

法学科主任

葛野 尋之 教授

「法化」社会を
担う力を培う4年間に

※ハイブリッド型の場合は、授業担当者の指示および、講義内容の「授業計画」、
　CoursePower（本学授業支援システム）等で授業回ごとの授業形式を要確認。

A ▶ 通常型
・ 教室で実施される授業

B ▶ ハイブリッド型ブレンド形式
・ 授業の目的や進行に合わせて対面授業を行う回とオンライン授業で行う回を
　組み合わせて実施する授業

C ▶ ハイブリッド型ハイフレックス形式
・ 対面授業とオンライン授業（リアルタイム型）を同時に行う授業
・ 受講生は対面授業とオンライン授業のいずれかを授業担当者に指示された方法で受講

Welcome to the

Faculty of
 Law

皆さん、合格おめでとうございます！皆さんと青山学
院大学法学部で4年間の学びを共にすることを、法学
部の教職員一同、楽しみにしています。
コロナ禍という21世紀では未曾有の災厄を経て、現在
の世界は、ひところでは予想もしなかったようなこと
が次々と起こり、また、紛争と分断が絶えない、混沌と
した状況に陥っています。そして、近代社会の基本的な
理念であった、「自由」や「平等」、そして「人権」の保護
や「民主主義」のありようが、大きく揺るがされるよう
な事態も生じています。
しかし、そのような現代であるからこそ、そもそも、近
代社会において、我々は何のために「自由」や「平等」、
「個人の尊重」といった、基本的な価値観を大切にして
きたのか、これらの価値観が、これまでにどのようにし
て社会の問題を解決してきたのか、それを改めて見つ
めなおすことを通じて、今、私たちの前に生じている問
題を解決する方法を模索することが求められているよ
うに思います。
そして、さまざまな立場が交錯し、あるいは様々な情報
が飛び交う中で、皆さん一人一人がこれからどのよう
な生き方を選択し、社会に向き合っていくのかを決め
るための軸となるのは、単に誰かの意見に丸乗りする
というのではなく、皆さん自身が積極的に学び、あるい
は実践することを通じて得られる知識や経験がもたら
す価値観や哲学なのだろうと思います。私たち青山学
院大学法学部は、皆さんにとって、4年間の学生生活が
そのような場となることを目指しています。
すなわち、青山学院大学の法学部は、「法学科」において
は、近代以降の私たちの社会における基本的な規範で
ある「自由」や「平等」を中心とした法規範の学びを通じ
て、また2022年に新たに設置した「ヒューマンライツ
学科」においては、法学における普遍的な価値を表す
「ヒューマンライツ」を柱としながらも、より現場に根
差した実践的な教育と、経済学や社会学などの多様な
学問領域からの視点を通じて、社会における「問題の解
決」を考える教育を目指しています。立場の違いによっ
て正義が異なることを踏まえながら、自分なりに正し
いと思える解決方法を模索し、それを表現することで
相手を説得するという法学部での学びは、法曹や公務
員に限らず、多様な進路を目指すことに特徴がある青
学法学部の卒業生が、将来どのような進路をとること
になっても、社会人として必要となり、その経験を生か
すことができるものです。
皆さんが、法学部での学びを通じて、将来のキャリア
で、また生きていくうえで経験することとなる、様々な
「問題を解決する」能力を身につけて、大いにはばたく
ためのステップとしてくれることを願っています。
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細川 良 教授
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授業形式について
※下記は予定であり、今後、大学の方針によっては変更になることがあります。

※すべての授業をオンライン授業（リアルタイム型）で行う形式は原則実施はありません。
※各科目の実施形態は、各科目の講義内容に掲載されます。

▶▶  大きく分けると２タイプとなります。

Ⅰ.  対面授業 Ⅱ.  オンライン授業（オンデマンド型）

対面授業についてⅠ.

法的な知識や経験を
価値観や哲学に昇華する
4年間に

なぜか教務主任をさせていただいています。そうしたと
ころ、教務主任の立場から、入試合格者に入学後の大学生
活や勉学などについてメッセージを書けといわれ、はた
と困ってしまいした。私は、皆さんに、何か偉そうに、大学
生活について〇〇したら良い、とか、勉強について△△し
なければならない、といったアドバイスをできる人間で
は全くございません。ただ、青山学院には楽しい学生生活
を送ることができる環境が整っているように思います。
優れた業績を有し（私を除いて）、皆さんの研究を全力で
サポートしてくれる先生方、親身になって相談に乗って
くれる経験豊富な担当部署の方々、勉学やサークル活動
などに懸命に取り組み、皆さんに刺激を与えてくれるで
あろう先輩方。青山キャンパスの優れた立地も、皆さんの
様々な関心を深めるのにきっと役立つだろうと思いま
す。皆さんが、青山学院を卒業する時、いろいろあったけ
れど、それでもやっぱり楽しかったと思っていただけた
らとても嬉しく思います。
皆さんの貴重な４年間の学びの場として、本学を選んで
いただいたことに心から感謝申し上げます。

法学部学生連合より

Shirou K
um

agai
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優れた環境を生かして
楽しい学生生活を

教務主任

熊谷 士郎 教授

私たち法学部学生連合は、法学部の下で学部を盛り上げるための活
動を行っています！主な活動は、夏のオープンキャンパスにて受験
生向けの相談会を行ったり、新入生歓迎会を主導しています。また、
２年生を対象に開催するゼミガイダンスのサポートも行っていま
す。毎イベントをメンバーと協力して、交流を深めながら活動して
います！

法学部学生連合

合格おめでとうございます！大学入学への期待で胸を膨らませる
と同時に、生活や環境が変わることに不安を抱えているかもしれま
せん。是非様々なイベントに参加し、たくさんの出会いを得てみて
ください！そして興味のあること、挑戦してみたいことには積極的
にチャレンジしましょう！法学部での授業を通して学ぶ知識や考
え方は、専門家にならずとも今後生きていく上で役立つことばかり
ですので、是非多くを吸収してください。法学部学生連合一同、皆様
のご活躍を期待しています！

合格者へのメッセージ
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年度初頭行事のご案内 年度初頭行事については
こちらのウェブサイトよりご確認ください。

問い合わせ先

青山学院大学　学務部教務課　法学部担当

TEL:03-3409-9525　FAX: 03-3409-4575

〒150-8366 東京都渋谷区渋谷4-4-25 

JR山手線、JR埼京線、東急東横線、東急田園都市線、京王井の頭線、東京メトロ副都心線 他「渋谷駅」より徒歩約10分

東京メトロ（銀座線・千代田線・半蔵門線）「表参道駅」より徒歩約5分

事務取扱時間

平日　9：00～17：00　土曜 9：00～13：00

※11：30～12：30は除く
※休業期間、入学者選抜期間中などの取扱時間は大学ウェブサイト「休業及び入試期間中の事務取扱時間・閉室情報」をご確認ください。

The Salt of the Earth, The Light of the World

地 の 塩 、世 の 光青山学院の教育は

キリスト教信仰にもとづく教育をめざし、

神の前に真実に生き

真理を謙虚に追求し

愛と奉仕の精神をもって

すべての人と社会とに対する責任を

進んで果たす人間の形成を目的とする。

教育方針 スクール・モットー


